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平成14年 5月24日（金曜日） 秋　　田　　県　　公　　報 号外第 1号

規
　
則

◯
秋
田
県
公
舎
管
理
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
（
四
二
・
管
財
課
）

秋
田
県
公
舎
管
理
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
十
四
年
五
月
二
十
四
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

秋
田
県
規
則
第
四
十
二
号

秋
田
県
公
舎
管
理
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

第
一
条

秋
田
県
公
舎
管
理
規
則
（
昭
和
四
十
四
年
秋
田
県
規
則
第
二
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
一
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

一
　
職
員
　
次
に
掲
げ
る
者
を
い
う
。

■

非
常
勤
職
員
及
び
臨
時
的
任
用
職
員
を
除
く
県
の
職
員
及
び
県
の
機
関
に
勤
務
す
る
国

家
公
務
員

■

公
舎
管
理
者
が
県
行
政
の
運
営
上
公
舎
に
入
居
さ
せ
る
者
と
し
て
適
当
と
認
め
る
者

第
二
条
第
三
号
中
「
総
務
部
長
」
の
下
に
「
、
企
画
振
興
部
長
、
農
林
水
産
部
長
、
建
設
交
通

部
長
」
を
加
え
る
。

第
三
条
及
び
第
四
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
公
舎
の
種
類
等
）

第
三
条

公
舎
管
理
者
が
管
理
す
る
公
舎
の
種
類
及
び
当
該
種
類
ご
と
の
入
居
の
対
象
と
す
る
職

員
は
、
別
表
の
と
お
り
と
す
る
。

（
公
舎
の
管
理
に
関
す
る
事
務
の
分
掌
）

第
四
条

出
納
局
長
は
、
そ
の
所
管
す
る
公
舎
の
管
理
に
関
す
る
事
務
を
、
管
財
課
長
、
地
方
部

長
（
秋
田
地
方
部
長
を
除
く
。
）
、
大
館
地
区
総
合
事
務
所
長
、
東
京
事
務
所
長
、
北
海
道
事

務
所
長
、
大
阪
事
務
所
長
、
名
古
屋
事
務
所
長
及
び
福
岡
事
務
所
長
に
分
掌
さ
せ
る
も
の
と
す

る
。

２

総
務
部
長
、
企
画
振
興
部
長
、
農
林
水
産
部
長
、
建
設
交
通
部
長
、
教
育
長
及
び
警
察
本
部

長
は
、
そ
の
所
管
す
る
公
舎
の
管
理
に
関
す
る
事
務
を
、
こ
れ
ら
の
者
が
指
名
す
る
所
属
の
課

長
又
は
地
方
公
所
の
長
に
分
掌
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
五
条
の
見
出
し
中
「
一
般
公
舎
」
を
「
公
舎
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
一
般
公
舎
」

を
「
公
舎
」
に
、
「
様
式
第
二
号
」
を
「
様
式
第
一
号
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
様
式
第
三

号
」
を
「
様
式
第
二
号
」
に
、
「
申
請
者
」
を
「
申
請
書
を
提
出
し
た
職
員
」
に
改
め
、
同
条
第

三
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

３

前
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
を
受
け
た
職
員
は
、
入
居
の
決
定
の
あ
つ
た
日
か
ら
起
算
し
て
十

五
日
以
内
に
、
公
舎
入
居
届
（
様
式
第
三
号
）
を
公
舎
管
理
者
に
提
出
す
る
と
と
も
に
、
指
定

さ
れ
た
公
舎
に
入
居
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
公
舎
管
理
者
は
、
や
む
を
得
な
い
事

情
に
よ
り
こ
の
期
限
内
に
入
居
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
こ
の
期
限
を
延
長

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
五
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

４

公
舎
管
理
者
は
、
公
舎
の
入
居
の
決
定
を
受
け
た
職
員
が
前
項
に
規
定
す
る
期
限
ま
で
に
公

舎
に
入
居
し
な
い
と
き
は
、
そ
の
決
定
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
。

第
十
四
条
を
第
十
六
条
と
す
る
。

第
十
三
条
中
「
あ
ら
か
じ
め
」
を
「
退
去
し
よ
う
と
す
る
日
の
五
日
前
（
や
む
を
得
な
い
事
情

が
あ
る
と
公
舎
管
理
者
が
認
め
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
前
日
）
ま
で
に
、
」
に
改
め
、
同
条
に
次

の
一
項
を
加
え
る
。

２

前
項
の
入
居
者
は
、
公
舎
を
退
去
す
る
と
き
は
、
公
舎
管
理
者
の
検
査
を
受
け
た
後
、
当
該

公
舎
を
正
常
な
状
態
で
、
公
舎
管
理
者
に
引
き
渡
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
三
条
を
第
十
五
条
と
す
る
。

第
十
二
条
中
「
一
に
」
を
「
い
ず
れ
か
に
」
に
改
め
、
同
条
第
二
号
中
「
第
八
条
」
を
「
第
九

条
又
は
第
十
条
」
に
改
め
、
同
条
第
三
号
中
「
第
九
条
」
を
「
第
十
一
条
」
に
改
め
、
同
条
を
第

十
四
条
と
す
る
。

第
十
一
条
中
「
一
に
」
を
「
い
ず
れ
か
に
」
に
、
「
第
四
号
」
を
「
第
三
号
」
に
、
「
、
第
二

号
又
は
第
三
号
」
を
「
又
は
第
二
号
」
に
、
「
範
囲
内
に
お
い
て
」
を
「
範
囲
内
に
お
い
て
、
」

に
改
め
、
同
条
中
第
二
号
を
削
り
、
第
三
号
を
第
二
号
と
し
、
第
四
号
を
第
三
号
と
し
、
同
条
を

第
十
三
条
と
す
る
。

第
十
条
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

四
　
公
舎
の
共
用
部
分
の
使
用
に
要
す
る
費
用

１

規
　
　
　
　
　
　
則

（一）（二）
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第
十
条
を
第
十
二
条
と
す
る
。

第
九
条
中
「
す
み
や
か
に
」
を
「
速
や
か
に
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
一
条
と
す
る
。

第
八
条
第
二
項
及
び
第
三
項
を
削
り
、
同
条
を
第
九
条
と
し
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え

る
。（

禁
止
行
為
）

第
十
条

入
居
者
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
行
為
を
し
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
事
前
に
公
舎

管
理
者
の
承
認
を
得
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

一
　
公
舎
の
全
部
又
は
一
部
を
第
三
者
に
貸
し
付
け
る
こ
と
。

二
　
公
舎
に
生
計
を
一
に
す
る
者
以
外
の
者
を
同
居
さ
せ
る
こ
と
。

三
　
公
舎
の
模
様
替
え
又
は
増
改
築
を
す
る
こ
と
。

四
　
公
舎
の
敷
地
に
工
作
物
を
設
置
す
る
こ
と
。

五
　
前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
公
舎
又
は
公
舎
の
敷
地
の
現
状
を
変
更
す
る
こ
と
。

六
　
他
の
入
居
者
又
は
近
隣
の
住
民
に
迷
惑
を
か
け
る
行
為
を
す
る
こ
と
。

第
七
条
を
第
八
条
と
す
る
。

第
六
条
中
「
公
舎
に
入
居
し
て
い
る
職
員
（
以
下
「
入
居
者
」
と
い
う
。
）
」
を
「
入
居
者
」

に
改
め
、
同
条
を
第
七
条
と
し
、
第
五
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
入
居
替
え
）

第
六
条

公
舎
管
理
者
は
、
公
舎
の
解
体
を
す
る
と
き
又
は
大
規
模
な
修
繕
を
す
る
と
き
そ
の
他

公
舎
の
管
理
上
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
公
舎
に
入
居
し
て
い
る
職
員
（
以
下
「
入
居

者
」
と
い
う
。
）
を
他
の
公
舎
に
入
居
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
則
の
次
に
次
の
別
表
を
加
え
る
。

別
表
（
第
三
条
関
係
）

２

公
舎
管
理
者

公
舎
の
種
類

入
　
居
　
対
　
象
　
職
　
員

出

納

局

長

世

帯

用

公

舎

一
　
知
事
部
局
、
議
会
事
務
局
、
人
事
委
員
会
事

務
局
、
監
査
委
員
事
務
局
、
地
方
労
働
委
員
会

事
務
局
及
び
企
業
局
（
以
下
「
知
事
部
局
等
」

と
い
う
。
）
に
勤
務
す
る
職
員
で
、
同
居
す
る

親
族
を
有
す
る
も
の

二
　
そ
の
他
公
舎
管
理
者
が
適
当
と
認
め
る
職
員

一
　
知
事
部
局
等
に
勤
務
す
る
職
員
で
、
単
身
赴

任
手
当
を
受
給
し
て
い
る
も
の
（
他
の
公
舎
に

入
居
し
て
い
る
職
員
を
除
く
。
）

二
　
知
事
部
局
等
に
勤
務
す
る
職
員
で
、
職
務
の

総

務

部

長

企

画

振

興

部

長

農

林

水

産

部

長

建

設

交

通

部

長

教

育

長

単

身

者

用

公

舎

独

身

寮

県

立

大

学

世

帯

用

公

舎

県

立

大

学

単

身

者

用

公

舎

畜

産

試

験

場

世

帯

用

公

舎

仙
北
平
野
土
地
改
良

事
務
所
世
帯
用
公
舎

水
産
振
興
セ
ン
タ
ー

世

帯

用

公

舎

ダ
ム
管
理
事
務
所

世

帯

用

公

舎

平
鹿
建
設
事
務
所

大
松
川
ダ
ム
出
張
所

世

帯

用

公

舎

教
育
庁
世
帯
用
公
舎

遂
行
上
単
身
赴
任
す
る
必
要
が
あ
る
も
の
（
他

の
公
舎
に
入
居
し
て
い
る
職
員
を
除
く
。
）

三
　
知
事
部
局
等
に
勤
務
す
る
女
性
職
員
で
、
独

身
者
で
あ
る
も
の

四
　
そ
の
他
公
舎
管
理
者
が
適
当
と
認
め
る
職
員

知
事
部
局
等
に
勤
務
す
る
男
性
職
員
で
、
独
身
者

で
あ
る
も
の

県
立
大
学
（
附
属
施
設
を
含
む
。
）
に
勤
務
す
る

職
員
で
、
同
居
す
る
親
族
を
有
す
る
も
の

一
　
県
立
大
学
に
勤
務
す
る
職
員
で
、
単
身
者
で

あ
る
も
の

二
　
そ
の
他
公
舎
管
理
者
が
適
当
と
認
め
る
職
員

畜
産
試
験
場
に
勤
務
す
る
職
員
で
、
同
居
す
る
親

族
を
有
す
る
も
の

仙
北
平
野
土
地
改
良
事
務
所
に
勤
務
す
る
職
員

で
、
同
居
す
る
親
族
を
有
す
る
も
の

水
産
振
興
セ
ン
タ
ー
に
勤
務
す
る
職
員
で
、
同
居

す
る
親
族
を
有
す
る
も
の

ダ
ム
管
理
事
務
所
又
は
平
鹿
建
設
事
務
所
大
松
川

ダ
ム
出
張
所
に
勤
務
す
る
職
員
で
、
同
居
す
る
親

族
を
有
す
る
も
の

一
　
県
教
育
委
員
会
に
勤
務
す
る
職
員

二
　
そ
の
他
公
舎
管
理
者
が
適
当
と
認
め
る
職
員
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様
式
第
一
号
か
ら
様
式
第
四
号
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

３

警
察
本
部
長

警

察

本

部

世

帯

用

公

舎

警

察

本

部

単

身

者

用

公

舎

警
察
本
部
独
身
寮

一
　
県
警
察
に
勤
務
す
る
職
員
で
、
同
居
す
る
親

族
を
有
す
る
も
の

二
　
県
警
察
に
勤
務
す
る
国
家
公
務
員

三
　
そ
の
他
公
舎
管
理
者
が
適
当
と
認
め
る
職
員

一
　
県
警
察
に
勤
務
す
る
職
員
で
、
単
身
赴
任
手

当
を
受
給
し
て
い
る
も
の
（
他
の
公
舎
に
入
居

し
て
い
る
職
員
を
除
く
。
）

二
　
県
警
察
に
勤
務
す
る
職
員
で
、
職
務
の
遂
行

上
単
身
赴
任
す
る
必
要
が
あ
る
も
の
（
他
の
公

舎
に
入
居
し
て
い
る
職
員
を
除
く
。
）

三
　
県
警
察
に
勤
務
す
る
女
性
職
員
で
、
独
身
者

で
あ
る
も
の

四
　
そ
の
他
公
舎
管
理
者
が
適
当
と
認
め
る
職
員

県
警
察
に
勤
務
す
る
男
性
職
員
で
、
独
身
者
で
あ

る
も
の
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４

年　　月　　日

公舎管理者　　　　　　　　様

氏　　　名　　　　　　　　　　　　　　　　 w■

公舎への入居について（申請）

公舎に入居したいので、次のとおり申請します。

様式第１号 公舎入居申請書（第５条関係）

（Ａ４判）

申

請

者

入

居

予

定

家

族

申

請

理

由

１ 人事異動（採用含）

２

住 宅 困 窮

（該当する理由を◯

で囲んで下さい。）

（１）現住居が保安上危険又は衛生上有害な状態である。

（２）正当な理由による立退きの要求を受けている。

（３）収入に比して著しく過大な家賃を余儀なくされている。

（４）災害により住宅を滅失している。

（５）その他

３ 通 　 勤 　 困 　 難 区　間 ～
交通手段 通勤所要時間

片道
時間　 分

月額
円

収入に占める割合
％

通　勤　費　用

４ そ　　　の　　　他

自動車保管場所の使用申込の有無

（特記事項）

有　　　　　・　　　　　無

入 居 を 希 望 す る 公 舎 の

種　類　及　び　所　在　地

種　　　類

所　在　地

平成　　年　　月　　日付け人事異動による。
（異動後の所属　　　　　　　　　　　　　　　）

第１希望　　　　公舎　　　　　第２希望　　　　公舎

所　　　属

県　採　用
年　月　日

現　住　所

氏　　　名 続柄

本人

年齢 勤務先・在学する学校名、学年等 年　　収 摘　　　要

（TEL ）■
職　名

ふりがな

氏　　名 （ 歳）

年　 月　 日 月収
職

級　　号給
計

円

給料月額

諸 手 当

円■

円■

（TEL ）■
本籍地

現住居の
状　　況

自　家・公　舎・公営住宅・
借家・間借・その他（ ）

（ ）

■ 申請理由として記載した事項を証明する書類を添付してください。（注）
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５

年　　月　　日

様

公舎管理者　　　　　　　　　　　　　　　　 ■■

公舎への入居決定について（通知）

年　　月　　日付けで申請のあつた公舎への入居について次のとおり決定したので、通知します。

１　公舎の所在地

２　公舎料　　　月額　　　　　　円

３　公舎料の納入期限

４　遵守事項

（１） 入居決定日から起算して15日以内に、指定された公舎に入居してください。

（２） 故意又は過失により公舎に損害を及ぼしたときは、損害を賠償していただきます。

（３） 秋田県公舎管理規則第13条又は第14条の規定に該当した場合は、それぞれの指定された期限内に公舎を明

け渡してください。

（４） その他秋田県公舎管理規則に定める事項を遵守してください。

様式第２号 公舎入居決定通知書（第５条関係）

（Ａ４判）

■ ２の公舎料は、月の中途で入居又は退去する場合は日割計算になります。（注）

印



平成14年 5月24日（金曜日） 秋　　田　　県　　公　　報 号外第 1号

６

年　　月　　日

公舎管理者　　　　　　　　様

所属課所名　　　　　　　　　　　　　　　　　　■

職　氏　名　　　　　　　　　　　　　　　　 w■

電 話 番 号　　　　　　　　　　　　　　　　 ■

公舎への入居について（届出）

年　　月　　日付けで入居決定通知を受けた公舎に次のとおり入居するので、届出します。

ついては、入居期間中及び退去の際は、秋田県公舎管理規則に定める事項を遵守することを誓約します。

様式第３号 公舎入居届（第５条関係）

（Ａ４判）

公舎の所在地 公舎　　　号室

※

公 舎 番 号

所 属 コ ー ド 職 員 番 号

入 居 予 定 年 月 日 年　　　　　月　　　　　日

年　　　　　月　　　　　日

※

入　　居　　年　　月　　日

■ ※印は記入しないでください。（注）



平成14年 5月24日（金曜日） 秋　　田　　県　　公　　報 号外第 1号

７

年　　月　　日

公舎管理者　　　　　　　　様

所属課所名　　　　　　　　　　　　　　　　　　■

職　氏　名　　　　　　　　　　　　　　　　 w■

電 話 番 号　　　　　　　　　　　　　　　　 ■

公舎からの退去について（届出）

次のとおり退去するので、届出します。

様式第４号 公舎退去届（第15条関係）

（Ａ４判）

公舎の所在地 公舎　　　号室

※

公 舎 番 号

所 属 コ ー ド 職 員 番 号

退　　　去　　　理　　　由

年　　　　　月　　　　　日（鍵返却予定日を記入してください。）退 去 予 定 年 月 日

年　　　　　月　　　　　日

※

退　　居　　年　　月　　日

年　　　　　月　　　　　日

※

検 査 予 定 年 月 日

有　　　　　・　　　　　無

※

検査による指示事項の有無

■　１　※印は記入しないでください。

２　退去予定日の５日前までに届け出てください。

（注）



平成14年 5月24日（金曜日） 秋　　田　　県　　公　　報 号外第 1号

第
二
条

秋
田
県
公
舎
管
理
規
則
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

四
　
自
動
車
保
管
場
所
　
公
舎
の
附
属
施
設
の
う
ち
、
道
路
運
送
車
両
法
（
昭
和
二
十
六
年
法

律
第
百
八
十
五
号
）
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
自
動
車
（
二
輪
の
小
型
自
動
車
、
二
輪
の

軽
自
動
車
及
び
二
輪
の
小
型
特
殊
自
動
車
を
除
く
。
）
の
保
管
場
所
と
し
て
、
公
舎
に
入
居

し
て
い
る
職
員
（
以
下
「
入
居
者
」
と
い
う
。
）
に
使
用
さ
せ
る
た
め
の
施
設
を
い
う
。

第
十
六
条
を
第
十
七
条
と
す
る
。

第
十
五
条
の
見
出
し
を
「
（
退
去
等
の
手
続
）
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
様
式
第
四
号
」

を
「
様
式
第
八
号
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

自
動
車
保
管
場
所
を
使
用
す
る
入
居
者
は
、
自
動
車
保
管
場
所
の
使
用
を
廃
止
し
よ
う
と
す

る
と
き
は
、
廃
止
し
よ
う
と
す
る
日
の
五
日
前
ま
で
に
、
公
舎
管
理
者
に
自
動
車
保
管
場
所
使

用
廃
止
届
（
様
式
第
九
号
）
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
第
一
項
の
公
舎
退
去

届
を
提
出
し
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

第
十
五
条
を
第
十
六
条
と
す
る
。

第
十
四
条
第
二
号
中
「
第
九
条
又
は
第
十
条
」
を
「
第
十
条
又
は
第
十
一
条
（
第
六
号
を
除

く
。
）
」
に
改
め
、
同
条
第
三
号
中
「
第
十
一
条
」
を
「
第
十
二
条
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
五

条
と
す
る
。

第
十
三
条
を
第
十
四
条
と
し
、
第
十
二
条
を
第
十
三
条
と
し
、
第
十
一
条
を
第
十
二
条
と
す
る
。

第
十
条
中
第
六
号
を
第
七
号
と
し
、
第
五
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

六
　
第
二
条
第
四
号
に
規
定
す
る
自
動
車
を
自
動
車
保
管
場
所
の
使
用
の
承
認
を
得
る
こ
と
な

く
公
舎
の
敷
地
内
に
保
管
す
る
こ
と
。

第
十
条
を
第
十
一
条
と
し
、
第
九
条
を
第
十
条
と
す
る
。

第
八
条
の
見
出
し
を
「
（
公
舎
料
等
）
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
前
項
の
公
舎
料
」
を

「
第
一
項
の
公
舎
料
及
び
前
項
の
自
動
車
保
管
場
所
貸
付
料
」
に
、
「
別
に
知
事
が
」
を
「
知

事
が
別
に
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条
第
一
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

自
動
車
保
管
場
所
を
使
用
す
る
入
居
者
は
、
毎
月
自
動
車
保
管
場
所
貸
付
料
を
納
入
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

第
八
条
を
第
九
条
と
し
、
第
七
条
を
第
八
条
と
す
る
。

第
六
条
中
「
公
舎
に
入
居
し
て
い
る
職
員
（
以
下
「
入
居
者
」
と
い
う
。
）
」
を
「
入
居
者
」

に
改
め
、
同
条
を
第
七
条
と
し
、
第
五
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
自
動
車
保
管
場
所
の
使
用
手
続
）

第
六
条

公
舎
に
入
居
し
よ
う
と
す
る
職
員
又
は
入
居
者
で
、
自
動
車
保
管
場
所
を
使
用
し
よ
う

と
す
る
も
の
は
、
公
舎
管
理
者
に
自
動
車
保
管
場
所
使
用
申
込
書
（
様
式
第
四
号
）
を
提
出
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

公
舎
管
理
者
は
、
前
項
の
申
込
書
を
審
査
し
、
自
動
車
保
管
場
所
を
使
用
さ
せ
る
こ
と
が
適

当
と
認
め
る
と
き
は
、
自
動
車
保
管
場
所
使
用
承
認
書
（
様
式
第
五
号
）
に
よ
り
当
該
申
込
書

を
提
出
し
た
職
員
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

３

前
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
を
受
け
た
職
員
は
、
自
動
車
保
管
場
所
の
使
用
を
開
始
す
る
日
の

前
日
（
公
舎
に
入
居
し
よ
う
と
す
る
職
員
に
あ
つ
て
は
、
前
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
公
舎
入

居
届
の
提
出
日
）
ま
で
に
、
自
動
車
保
管
場
所
使
用
開
始
届
（
様
式
第
六
号
）
を
公
舎
管
理
者

に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

公
舎
管
理
者
は
、
前
項
の
開
始
届
を
提
出
し
た
職
員
に
対
し
、
自
動
車
保
管
場
所
使
用
承
認

証
票
（
様
式
第
七
号
）
を
交
付
す
る
も
の
と
す
る
。

５

前
項
の
証
票
の
交
付
を
受
け
た
職
員
は
、
当
該
証
票
を
自
動
車
保
管
場
所
の
使
用
の
承
認
に

係
る
自
動
車
に
貼
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

６

前
各
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
自
動
車
保
管
場
所
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
は
、
公
舎
管

理
者
が
別
に
定
め
る
。

様
式
第
二
号
中
「

」
を
「

」
に
改
め
、
様
式
第
四
号

中
「

」
を
「

」
に
改
め
、
同
様
式
を
様
式
第
八
号
と
し
、
様
式
第
三
号
の
次
に
次

の
四
様
式
を
加
え
る
。

８

第
1
3
条
又
は
第
1
4
条

第
1
4
条
又
は
第
1
5
条

第
1
5
条

第
1
6
条



平成14年 5月24日（金曜日） 秋　　田　　県　　公　　報 号外第 1号

９

年　　月　　日

公舎管理者　　　　　　　　様

所属課所名　　　　　　　　　　　　　　　　　　■

職　氏　名　　　　　　　　　　　　　　　　 w■

電 話 番 号　　　　　　　　　　　　　　　　 ■

自動車保管場所の使用申込について（申請）

次のとおり自動車保管場所を使用したいので、申込みします。

様式第４号 自動車保管場所使用申込書（第６条関係）

（Ａ４判）

自動車保管場所の

所　　 在 地

自 動 車 の 種 別 自動車登録番号

自動車の長さ及び幅 車　長　　　　　　ｍ　　／　　車　幅　　　　　　ｍ

自動車の所有者 （入居者との続柄）

（入居者との続柄）自動車の使用者

自動車保管場所使用承諾証明書の交付の希望の有無 有　　　・　　　無

■　１　「自動車登録番号」欄は、自動車登録を受けていない自動車については空白とし、登録後は速やかに報

告してください。

２　「自動車保管場所使用承諾証明書」とは、自動車の保管場所の確保等に関する法律施行規則（平成３年

国家公安委員会規則第１号）第１条第１項第１号に規定する書面をいう。

（注）



平成14年 5月24日（金曜日） 秋　　田　　県　　公　　報 号外第 1号

10

年　　月　　日

様

公舎管理者　　　　　　　　　　　　　　　　 ■■

自動車保管場所の使用承認について（通知）

年　　月　　日付けで申請のあつた自動車保管場所の使用について次のとおり承認します。

１　自動車保管場所の所在地

２　自動車の種別及び自動車登録番号

３　自動車保管場所貸付料　月額　　　　　　円

４　貸付料の納入期限

５　遵守事項

（１） 自動車保管場所を使用する際は、交付された自動車保管場所使用承認証票を必ず使用承認を受けた自動車に

貼付してください。

（２） 使用承認を受けた自動車を変更した場合は、届出をしてください。

（３） その他秋田県公舎管理規則に定める事項を遵守してください。

様式第５号 自動車保管場所使用承認書（第６条関係）

（Ａ４判）

■ ３の自動車保管場所貸付料は、月の中途で使用を開始又は廃止する場合は日割計算になります。（注）

印



平成14年 5月24日（金曜日） 秋　　田　　県　　公　　報 号外第 1号

11

年　　月　　日

公舎管理者　　　　　　　　様

所属課所名　　　　　　　　　　　　　　　　　　■

職　氏　名　　　　　　　　　　　　　　　　 w■

電 話 番 号　　　　　　　　　　　　　　　　 ■

自動車保管場所の使用開始について（届出）

年　　月　　日付けで使用承認を受けた自動車保管場所を次のとおり使用するので、届出します。

ついては、使用期間中及び使用の廃止の際は、秋田県公舎管理規則に定める事項を遵守することを誓約します。

様式第６号 自動車保管場所使用開始届（第６条関係）

（Ａ４判）

自動車保管場所

の　所　在　地

※

保管場所番号

所 属 コ ー ド 職 員 番 号

年　　　　　月　　　　　日

※

使 用 開 始 年 月 日

使 用 開 始 予 定 年 月 日

年　　　　　月　　　　　日

■ ※印は記入しないでください。（注）



平成14年 5月24日（金曜日） 秋　　田　　県　　公　　報 号外第 1号

様
式
に
次
の
一
様
式
を
加
え
る
。

12

様式第７号 自動車保管場所使用承認証票（第６条関係）



平成14年 5月24日（金曜日） 秋　　田　　県　　公　　報 号外第 1号

13

年　　月　　日

公舎管理者　　　　　　　　様

所属課所名　　　　　　　　　　　　　　　　　　■

職　氏　名　　　　　　　　　　　　　　　　 w■

電 話 番 号　　　　　　　　　　　　　　　　 ■

自動車保管場所の使用廃止について（届出）

次のとおり自動車保管場所の使用を廃止します。

様式第９号 自動車保管場所使用廃止届（第16条関係）

（Ａ４判）

自動車保管場所

の　所　在　地
公舎　　　号室

※

保管場所番号

所 属 コ ー ド 職 員 番 号

年　　　　　月　　　　　日

※

廃　　止　　年　　月　　日

廃 止 予 定 年 月 日

年　　　　　月　　　　　日

■ ※印は記入しないでください。（注）



平成14年 5月24日（金曜日） 秋　　田　　県　　公　　報 号外第 1号

附
　
則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
二
条
及
び
附
則
第
三
項
の
規
定
は
、

平
成
十
四
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
秋
田
県
公
舎
管
理
規
則
第
五
条
第
三
項
及
び
第
四
項
の
規
定

は
、
こ
の
規
則
の
施
行
の
日
以
後
に
入
居
の
決
定
を
受
け
た
職
員
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日
前
に

入
居
の
決
定
を
受
け
た
職
員
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３

第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
秋
田
県
公
舎
管
理
規
則
（
以
下
「
改
正
後
の
規
則
」
と
い

う
。
）
第
六
条
の
規
定
は
、
第
二
条
の
規
定
の
施
行
の
際
現
に
自
動
車
保
管
場
所
を
使
用
し
て
い

る
入
居
者
に
つ
い
て
も
適
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
改
正
後
の
規
則
第
六
条
第
一
項
中

「
公
舎
に
入
居
し
よ
う
と
す
る
職
員
又
は
入
居
者
」
と
あ
る
の
は
「
入
居
者
」
と
、
「
使
用
し
よ

う
と
す
る
」
と
あ
る
の
は
「
使
用
し
て
い
る
」
と
、
同
条
第
三
項
中
「
自
動
車
保
管
場
所
の
使
用

を
開
始
す
る
日
の
前
日
（
公
舎
に
入
居
し
よ
う
と
す
る
職
員
に
あ
つ
て
は
、
前
条
第
三
項
の
規
定

に
よ
る
公
舎
入
居
届
の
提
出
日
）
」
と
あ
る
の
は
「
平
成
十
四
年
十
月
三
十
一
日
」
と
す
る
。

14
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